
 

 

 

 

 

 

 

 夏休みが始まると、県内各地で学校総合体育大会埼玉県大会が開催されます。東中学校か

らはソフトテニス、卓球、剣道、陸上競技、バドミントンにのべ２５名が参加します。７月

４日（火）に県大会出場者の活躍を願って、生徒会本部主催による壮行会が行われました。 

その中で、次のような話をしました。 

 

運動部の３年生のみなさん、学校総合体育大会比企地区予選会、ご苦労様でした。運動部

の１、２年生のみなさん、３年生への応援、ありがとうございました。そして、学県大会に

出場する皆さん、県大会出場おめでとうございます。 

 これは皆さんの日頃の努力の成果であるとともに、応援してくれるご家族、ご指導をいた

だける顧問の先生方、そして、練習に一緒に取り組んでいた仲間のおかげでもあります。感

謝の気持ちをもって比企地区の代表として胸を張って県大会で活躍し、東中学校の名を県内

に響かせてきてください。 

 さて、皆さんは『スラムダンク』という、バスケットボールに取り組む高校生を描いた漫

画を知っていますか。昨年１２月に『FIRST SLUM DANK』という映画が公開され、観

た人もいるのではないでしょうか。この漫画のなかで、高校生を指導する監督に安西先生と

いう人が登場します。あるとき、安西先生は選手に「最後まで希望を捨てちゃいかん。諦め

たらそこで試合終了だよ」と語りかけます。諦めることは、自分からできない状況にするこ

と、自分から可能性をゼロにすることにほかなりません。これは、部活動だけではなく、勉

強や人間関係などにも通じることです。県大会に出場する人だけでなく、東中学校全生徒に

何事にも「諦めない」ことを期待します。 

最後に、県大会に出場する皆さんの後ろには比企地区予選で敗れた多くの仲間がいること

も忘れないでください。そして、皆さんの活躍が、皆さんの後に控えている後輩の力となり

ます。県内のレベルを肌で感じ、これまでの練習の成果を十分に発揮し、全力を尽くしてき

てほしいと思います。頑張ってください。 

 

 

  

６月２９日（木）３年生は、本校（町の）特色である手漉き和紙

による卒業証書づくりに取り組みました。その事前指導として、６

月２３日（金）には、町立図書館館長 新田文子様から小川和紙の

歴史について様々な角度から教えていただきました。 

 小川といえば「和紙」といわれるほど有名な小川の和紙。なかで

も楮（こうぞ）だけを使用した「細川紙」の製造技術は、国から「重

要無形文化財」の指定を受けています。また、和紙の歴史は古く、

1,300 年も前から和紙づくりが行われていたとのことです。当時、

武蔵野国には高麗の帰化人が多く、彼らによって武蔵の紙は広めら 

れ、手漉きの技術をもたらしたのが小川和紙の始まりだとも言われ 

ています。                   
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 紙漉き当日は、和紙技術者協会の方々の指導のもと、一人一人自

分の卒業証書用の和紙を漉くことができました。私自身、随分前に

体験したことがありますが、厚さが均等にならず苦労したことを覚

えています。しかし、簡潔な指導のもと、生徒は思いのほか簡単に

和紙を漉いていたので、感心させられました。 

 小川町で学んだ生徒たちが、自分で漉いた卒業証書をもって卒業

し、将来社会に出ても、郷土やその文化、歴史について自信と誇り

を持って語れるような人間に育ってほしいと心から願っています。 

  

 

 ７月１３日（木）３年生とその保護者対象に、暑さも考慮し、６ 

つの教室へオンラインで配信するかたちで進路説明会を行いまし 

た。お忙しいところ、多くの保護者の皆様にご出席いただきまして、 

誠にありがとうございました。 

 令和６年度県公立高等学校入試における主な変更点は 

 ①募集停止校が６校あること 

 ②一部学校で電子出願が実施されること 

 ③②の学校では入学選考手数料が電子納付になること 等があ 

ります。 

 進路選択は、単に中学を卒業したら、どの学校・高校に進学するのか、または就職するの

かというのではなく、将来を考え、「自分はどのように生きたいのか」、「自分の特性を生か

すにはどのような職業を選べばよいのか」…というようなことも考えてほしいと思います。

しかし、中学三年生にとっては、なかなか難しいこともあります。そこで判断をより適切に、 

自分の進路実現に意欲と自信をもって臨めるように、教職員が加わって生徒・保護者の三者

で相談をしながら進めていきます。 

 保護者の皆様には、お子様の性格・学力・特技・興味関心、将来の希望、さらには、社会

や家庭の状況なども考えながら、本人が納得できるように人生の先輩として助言をしてあげ

るようお願いします。 

 この夏季休業日の間に、高校説明会や体験入学等を利用して、希望進路先の情報を集めて

もらいたいと思います。 

 

 

比企地区硬筆展において、〇 〇〇〇さんの作品が推薦となり、県展へ出品されることと 

なりました。おめでとうございました。 

〇学校総合体育大会比企地区予選会 

＜水泳＞ ５０ｍ自由形 ３位 〇〇 〇〇  １００ｍ平泳ぎ ２位 〇〇 〇〇 

    ２００ｍ自由形 ３位 〇〇〇〇〇  １００ｍﾊﾞﾀﾌﾗｲ ３位 〇〇〇〇〇 

〇比企地区硬筆展 

 推薦 〇 〇〇〇   ※県展出品 

 特選 〇〇 〇〇   〇〇 〇〇   〇〇 〇   〇 〇〇〇   〇〇 〇〇 

    〇 〇〇    〇〇 〇〇   〇〇 〇〇  〇 〇〇 

 

 

 右のように、生徒昇降口の空いている下足箱を利用して、美術部

の爽やかな作品「美術部より涼を贈ります」が展示され、暑い夏に

一服の涼を与えています。 

進路説明会 

一服の涼 

おめでとうございます 


